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論文の内容の要旨
最適輸送問題 (OptimalTransport)は、ロジスティックス、流体解析、天体解析、画像認識、画像補間等様々
な分野に応用可能な、基本的で重要な課題である。本研究は、最適輸送問題の適用範菌をより実質的なもの
に拡張するために、問題空間に制約のある状況かつ、輸送時に時刻依存な条件のある状況において解を求め
ることのできる、新たなアルゴリズムを提案し、それを実験的に検証することを呂的としている。また、膨
大な計算量を軽減するために、並列計算手法を確立し、多くのユーザが利用できるように並列計算ライブラ
リを構築することを自的としている。
制約のある状況における最適翰送問題では、障害物のある状態で水が流れることに類似していることから、
本論文著者は流体の挙動をヒントに得て、最適輸送問題のアルゴリズムを 2種類提案している。一方は問題
空拐に境界条件のある場合において計算コストを軽減でき、他方は問題空間が複雑な場合において計算コス
トを軽減できる特徴があることをシミュレーションにより確認しており、問題空間の特性によって使い分け
ることを提案している。また著者は、上記問題を計算機上に実装するために、並列計算のためのアルゴリズ
ムを提案し、実際に並列計算ライブラリとして実装し、 CPUの台数効果により計算時間を軽減できること
を実証した。
本論文は序論において研究の目的を述べ、第2章では制約っき時刻依存な最適輸送問題のためのアルゴリ
ズムを提案し、シミュレーションにより有効に機能することを確認している。第 3章では提案手法の並列計
算方式を提案し、並列計算ライブラリをマルチコア CPU上に実装し、その有効性を実証している。第4章
では提案手法の有効性を確認するために、具体的な応用問題として画像補問問題に適用し、従来手法では解
決できなかった問題を解くことができることを例証している。第5章は結論であり、本論文の総括を述べて
いる。
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審査の結果の要旨
本研究は、最適輸送問題の適用範囲をより実質的なものに拡張するために、問題空間に制約のある状況か
っ、輸送n寺に時刻依存な条件のある状況において適用可能とした試みであり、経済学、流体力学、天体学、
画像工学等、様々な分野において学術上意義深く、また、その成果は今後の応用の可能性が大いに期待でき
るものである。
さらに、実際に構築された並列計算ライブラリは、適用される問題の特性に対して、よく検討されたもの
であり、著者の高い研究能力とプログラム開発能力を示しているものと認められる。
論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(工学)の学位を受けるに十分な資格を有するも
のと認める。
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